
敬愛 
 

 

校 長  吉 田  修  

本校では、「自他の敬愛」を掲げています。「自他の敬愛」とは互いに尊重し合い自分たちに関

することを自らの責任において処理すること、学校で言えば学校生活をより良くするために生徒

自らが考え行動することです。私は、中学校時代は、この「自治の力」を身につける絶好の機会

だと捉えています。生徒が「主体的に生きる」ことです。集団全体の向上のために「今自分に何

が出来るか」を自ら考え、行動し、その行動に責任をもつことが社会の中で主体的に生きる基盤

づくりには欠かせないからです。親や先生に言われたからやる、なんとなく学校に来て過ごして

いる、自分たちの楽しいことが優先で周囲の人のことを考えない、振り返って自分がそんな生活

を送っているとしたら貴重な３年間の中学校生活の中で達成感や成就感を味わう機会を逸して

しまうかもしれません。 

アメリカの第３５代大統領  J.F.ケネディはその就任演説の中で“And so, my fellow 

Americans: ask not what your country can do for you—ask what you can do for your 

country.”「アメリカ国民の皆さん、国があなたに何をしてくれるかを問うのではなく、あなた

が国に何ができるかを自問してください。」と話しました。少し大層ですが、これを今の子供達

に置き換えると、親や先生が何かしてくれるのを待つのではなく、本校の生徒には発想を転換し

て自分たちでより良い集団にしていくために「今自分に何が出来るのか」を考えて行動できるそ

んな「自治の力」をもたせたいと考えています。 

２学期は生徒たちの自治活動も交代の時期になります。生徒会も交代し、委員会や係の活動も

後期がスタートします。府中三中を「生徒たちが中心の学校」にするために生徒達により多くの

活躍の場を与え、自己決定の機会を増やし、他と協力しながら集団としての力を高める教育活動

に力を入れていきます。その一つに「学校のきまり」があります。多くの生徒が集団生活を共に

する学校という場には、みんなが気持ちよく過ごすための一定のルールやマナーは必要です。し

かし、教員も生徒も「あれ？変だな」と思っても、それが決まりだからと片付けてしまえば、そ

の時点で思考がストップしてしまいます。私は、押しつけでなく生徒と学校が決めたルールを自

らが守って生活するような学校にしたいと思います。生徒と教員がチームになり学校の決まりの

見直しに取り組んでいってもらいたいと思います。そして「自治の力」で学校を変えていくこと

ができる生徒になってもらいたいと願っています。 

 「生徒の自治の力を育成する」ため学校のグランドデザインを見直し、学校経営の重点におい

ても、生徒の「自治の力」の育成、生徒会活動及び部活動の活性化、学級・学年の諸活動及び学

校行事の活性化を筆頭に掲げ、基礎から見直すことに取り組んでいきます。今を生きる生徒達に

とって、課題解決力を身につけさせることはとても大切なことです。相手の気持ちを尊重した話

し合いにより、協働して学校づくりに取り組んでいくことは学校行事のみならず教科等でも応用

できることです。しかしながら、生徒の自治の力を育成するためには、生徒と教員の普段からの

信頼関係が大切です。「自治の力を育成する」取組は、教員と生徒の強い信頼関係のもとに出来

上がるものです。 
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陸上競技部 
   「第 58回 野口栄治杯争奪市内中学校対抗陸上競技大会」     

男女総合          「第四位」    府中第三中学校   57点 

 

水泳部 
「第 64回府中市民体育大会夏季大会」 

     中学対抗団体戦       「準優勝」    府中第三中学校   88点 

     中学校対抗 

男子 200ｍリレー     「優 勝」    ２分 02秒 58      

3年 三浦 大季 ／ 伊藤 椋羽 ／ 酒井 柊貴 ／ 2年 廣川 敦哉 

男子 200ｍメドレーリレー 「優 勝」      ２分 10秒 57      

3年 伊藤 椋羽 ／ 三浦 大季 ／ 酒井 柊貴 ／ 1年 中島 知優 

 
「第 71回東京都中学校学年別水泳競技大会」 

3年男子 50ｍ平泳ぎ    「第 6位」    三浦 大季   32秒 46 

 

「第 47回関東中学校学年別水泳競技大会」 

三浦 大季   200ｍ個人メドレー     2分 19秒 86 

400ｍ個人メドレー     5分 00秒 38 

酒井 柊貴   100ｍバタフライ      1分 03秒 50 

 

背泳ぎ  １００ｍ 「優 勝」  １分 17 秒 81   ３年 伊藤 椋羽  

   ５０ｍ  「優 勝」     33秒 98   ３年 酒井 柊貴  

平泳ぎ  １００ｍ 「優 勝」  １分 15 秒 12   ３年 三浦 大季  

   ５０ｍ  「優 勝」     34秒 88   ３年 三浦 大季  

バタフライ１００ｍ 「優 勝」  １分 07 秒 94   ３年 酒井 柊貴  

   ５０ｍ  「準優勝」     32秒 30   ３年 伊藤 椋羽  

自由形  ５０ｍ  「第３位」     40秒 52   ２年 廣川 敦哉  

 

 

 

「はやくはやくって言わないで」 

                                主任教諭  外山 雄也 

 お風呂が楽しくてなかなか出てこない次女（２歳）に対して、「はやく出ないと風邪ひくよ！」と声

をかけた所、妻から 1冊の絵本をスッと手渡されました。題名は「はやくはやくって言わないで」…。 

近くのスーパーに買い物に行く時も、3歩歩けば虫を見つけ、5歩進めば石を拾い、犬と出会えば道を

戻る。なかなか目的地にたどり着かなくても、まあ良いか。と思えるようになってきました。が、やっ

ぱり言ってしまいます。「はやくおいで！」 

道 徳 の 窓

NO60 

三中生の活躍 （敬称略） 

選手権大会にて

関東大会出場権

を獲得 

 



 
男子テニス部 

「第 64回府中市民体育大会 秋季大会」 

     中学生少年の部  男子ダブルス        

「準優勝」    ２年 清水 優翔 ／ ２年 田口 隼也 

「第３位」    ３年 小池 翔太 ／ ３年 田中 大地 

 

女子テニス部 
「第 64回府中市民体育大会 秋季大会」 

     中学生少年の部  女子シングルス        

「準優勝」    ２年 常世田 麗奈 

 

バドミントン部 
「第 64回府中市民体育大会秋季大会」 

     少年の部  中学 2・3年生男子ダブルス        

「優 勝」    ２年 上野 貴裕 ／ ２年 杉村 俊亮 

「準優勝」    ３年 岡村 僚馬 ／ ３年 見津田 侑翔 

少年の部  中学 2・3年生女子ダブルス 

「第三位」    ３年 安髙 愛香 ／ ３年 中島 実紅 

少年の部  中学 1年生男子シングルス 

「第三位」    1年 新川 星夏 

中学校対抗男子      「準優勝」    府中第三中学校 

 

男子バスケットボール部 
「府中市中学校秋季大会」 

  男子の部         「準優勝」    府中第三中学校 

 

「第 64回府中市民体育大会秋季大会」 

     男子中学校対抗      「準優勝」    府中第三中学校 

 

 

 

 

  

 ようやく過ごしやすくなりました。秋は何をするにもよい季節です。スポーツの秋、芸術の秋、読書

の秋、食欲の秋などと言われています。特に自然や文化に親しむのにはよい季節です。 

先日、近くの山を訪ねました。紅葉が始まりかけていました。あいにくの天気でガスっていました

が、一瞬風が吹き雲間から山の中腹が見えました。そこには山の下から上にかけて緑、黄緑、青緑、黄

土色、茶色のグラデーション絨毯が現れました。広葉樹は黄色、黄色味の橙などの中に針葉樹の濃い緑

で点々とした模様ができ、様々な変化のある色が見られて美しかったです。 

府中の身近なところではケヤキ並木や大國魂神社の樹木、郷土の森等も美しく彩られることでしょ

う。これから 11月いっぱい位まで季節を感じられる風景を見つけて、彩を楽しみたいと思います。 

 

 

副校長 齊藤信一郎 

 

の楽しみ 

 

 

 

 

 


